
 

第６６回西郷村内一周駅伝大会開催要項 

 

 

１．趣  旨 

  村民がスポーツに親しみ、アマチュアリズムとスポーツ精神を高揚して、村民の親睦と 

体力・健康の増進を図り、併せて村民スポーツの振興と、文化の発展に寄与するとともに、 

村民生活をより明るく、豊かにするものである。 

 

２．期  日 

  令和６年１１月３日（日）文化の日 雨天決行 

  午前７時４０分 集合・受付完了（役場前） 

午前８時００分 開会式（実施の場合） 

  午前９時００分 スタート（小学生男女・中学生女子・高校生女子・一般女子） 

  午前９時１５分 スタート（中学生男子・高校生男子・一般男子） 

 

３．参加チ－ムの要件並びに競技上の注意 

  ① 部門は以下の８部門とする。 

ステージⅠ ステージⅡ ステージⅢ ステージⅣ 

部門 対象 部門 対象 部門 対象 部門 対象 

１ 小学生男子 ３ 中学生男子 ５ 高校生男子 ７ 一般男子 

２ 小学生女子 ４ 中学生女子 ６ 高校生女子 ８ 一般女子 

   ② １チ－ム１６名（内補欠４名）としてチ－ムを編成する。一般は大学生以上とする。 

   ③ 部門対象が異なる混合チームを編成する場合、ステージが同じ部門同士の編成であれば男

子の部とする。ステージが異なる部門で編成をする場合は、数字の大きいステージとする。 

例：中学生男子と高校女子で編成→高校男子の部   

小学生男子と一般女子で編成→一般男子の部  

  ④ 参加資格は、下記のいずれかに該当するものとする。 

（１） 西郷村民及び西郷村に在職・在学している者。 

（２） 西郷村スポーツ協会、西郷村スポーツ少年団及び西の郷スポーツクラブ加盟団体

等西郷村内の団体に所属している者。 

（３） 参加資格（１）・（２）の条件に合わない者の参加は各チーム３名までは認める。 

  ⑤ チーム構成メンバーの変更や正選手間の区間変更は、監督会議の日までとする。 

  ⑥ 当日の区間走者の変更は正選手と補欠との変更で正選手間の区間変更は認めない。 

  ⑦ チーム名は、学校・職場・地域名等により、どこのチームかあきらかにする。 

  ⑧ 走行中は、走路指令の指示に従い、伴走及び追いかけ応援は絶対認めない。（スポ少も含

む） 

  ⑨ 選手は、胸及び背にナンバーカード（チーム名）を付け、走行中はタスキをかけること。

ナンバーカードは指定されたものを渡すが、チーム名はそれぞれ記入する。 



 

 

１０区２．７km 第１０中継所 第２中継所 ３区２．４km

（追原コミュニティセンター前） （羽太小前）

一斉スタート 第３中継所

第９中継所 １１区２．４km ２区２．５km （羽太南前）

（芝原四辻）

第１１中継所 第１中継所 ４区３．０km

９区３．０km （信越半導体前） （白岩工務店倉庫前）

第４中継所

第８中継所 １２区３．０km １区２．５km （米小入口）

（太陽の国交流センター前）

５区１．７km

８区２．９km 役　場　前

第５中継所

第７中継所 出発・決勝点 （格安タイヤ トレッド前）

（西二中前）

７区 第６中継所 ６区

２．２km （まきば保育園前） ２．０km

   ⑩ 繰り上げスタートは全中継所で行う。 

第１中継所から第８中継所まで：先頭通過から２０分後 

第９中継所（芝原四辻）：一斉スタート（先頭ランナー到着と同時にスタート） 

第１０中継所から第１１中継所まで：先頭通過から１０分後 

スタートが繰り上げられたチームは白のタスキを使用する。ただし、第９中継所での一斉

スタート時は各部門色のタスキを使用する。 

 

４．参 加 料 

  １チーム ・・ 小・中・高・女子チーム（部門１～６、８）３，０００円 

一般男子チーム（部門７）５，０００円 

５．参加申込 

  別紙様式により９月１７日～１０月１６日までに西郷村文化センター内生涯学習課体育振興

係へ参加費を添えて申し込むこと。（期日厳守） ※募集定員の枠の制限はなし 

 

６．監督会議 

  １０月２４日（木）午後６時００分から西郷村文化センター大研修室にて実施。 

  チーム代表者（監督）が欠席される場合は、代表者に代わり代理人が必ず出席するようにする

こと。 

 

７．表  彰 

部門別に優勝チームには、カップとメダルと賞状を、また準優勝・３位のチームには、賞状を

贈る。なお、参加者全員に参加賞を与える。 

 

８．コ ー ス（３０．３㎞） 

２区の羽鳥街道と旧県道増見小田倉線との交差点から、第４中継所の米小入口まで、及び８区

の村道６号線、杉村製作所付近から第９中継所の芝原四辻までは歩道を、それ以外の区間は全て

左側（車道）を通行するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


